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【改訂】第 1 版（2009-03-05）
【科目】環境都市工学概論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・1 年次
【担当教員】

青井 透
森田 哲夫

【授業目標・教育方針】
環境都市工学に関連する学問・技術等を概論的に紹介し、これから 5 年間に何を学ぶべきなのかを明確にする。特に、
環境・都市・防災技術、倫理観に焦点をあわせ、人と自然の調和を視野にもつ 21 世紀の土木技術者像を鮮明にさせ
る。この科目の修得から、学生は倫理観のある技術者像を具体的に知ることができる。青井教員は身近な環境問題の
校内体験を含めて、環境保全に配慮した新しい技術のあり方を考える授業を計画している。また、森田教員は環境都
市工学の広がり把握できるよういくつかのテーマを設定し、演習を交えながら授業進めることとしている。

【授業概要】
環境都市工学科の全体像を修得することで、5 年間どのような分野のことを、どの程度学ぶのかを理解してもらう。
授業目標からわかるように講義内容が多岐にわたるため、原則として 2 名の教員が授業を担当する。青井教員は、身
近でローカルな導入部として利根川東遷や現在の利根川の形をビデオ映像を併用して解説し、次に「建国以来の土木
国家」といわれるオランダ及びその精神を取り込んだハウステンボスのビデオ映像により、環境都市工学科のめざす
方向を考える。また、森田教員は、環境都市工学の各分野に対応し、構造物、防災、まちづくり等のテーマを通じ、
将来学習する専門科目の内容や職業などについて身近な実例を通して説明するとしている。できるだけ、2 名の講義
内容が関連するように両教員は細心の注意をはらって授業を行うが、学生も「なぜ、今、この話題がでているのか」
について常に注意を払う必要がある。

【教科書・教材・参考書 等】
各教員の指示による。教科書を指定せず、教材としてプリント類を使用する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
ビデオ等を利用する。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：・青井教員は後期中間試験までの授業を担当し、
期末試験 40% とレポートおよび感想文 10% で評価する。
・森田教員は後期中間試験以降の授業を担当し、中間試験 40% とレポートおよび演習 10％で評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：環境都市工学概論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 【総合編】 ・授業の内容、担当教員の紹介
・高専内環境浄化実験設備見学

・レポート

第 2 回 ・利根川東遷の講義とハウステンボス「環境編」ビデ
オ

・レポート

第 3 回 ・NHK スペシャル・街道を行く「オランダ紀行」（ビ
デオ）＋講義

第 4 回 ・地球規模環境問題／地球温暖化を不都合な真実 CD0
を例に用いて考える

・レポート

第 5 回 ・江戸時代の土木「天下の江戸はこう作られた」（ビデ
オ）＋講義

第 6 回 ・水道水源と浄水の講義と「安心できる水道を目指し
て」（東京都水道局）

第 7 回 ・取得できる資格
・卒業後の進路・進学先

第 8 回 中間試験
第 9 回 【各論編】 ・授業の進め方、テーマの説明

・テーマ 1：構造物デザイン（ビデオ、演習）
・演習

第 10 回 ・テーマ 2：水辺環境のデザイン（ビデオ、演習） ・演習
第 11 回 ・テーマ 3：防災まちづくり（ビデオ、演習） ・演習
第 12 回 ・テーマ 4：好きなまち・住んでみたいまち（ビデオ、

演習）
・演習

第 13 回 ・テーマ 5：交通まちづくり（ビデオ、演習） ・演習
第 14 回 ・テーマ 6：環境と都市（ビデオ、演習） ・演習
第 15 回 ・都市環境工学の体系整理

・後半のまとめ
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